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令
和
７
年
度
事
業
計
画
の
策
定
に
向
け
た
会
頭
・
副
会
頭
と
部
会
長
・
委
員
長
会
議
が
７

日
（
金
）
に
行
わ
れ
た
。
現
在
は
、
当
所
を
構
成
す
る
８
つ
の
部
会
と
５
つ
の
常
設
委
員
会

で
事
業
計
画
原
案
の
協
議
が
進
め
ら
れ
て
お
り
、
３
月
末
に
開
催
さ
れ
る
通
常
議
員
総
会
で

の
承
認
を
経
て
事
業
計
画
お
よ
び
予
算
が
決
定
す
る
。
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７日に開催された会議であいさつする栗林会頭

参加者で埋め尽くされた会場

事業承継のポイントを解説する宮本氏

　
当
所
や
釧
路
市
、
釧
路
港
湾

協
会
な
ど
が
主
催
す
る
『
釧
路

港
ポ
ー
ト
セ
ミ
ナ
ー
』
を
５
日

（
水
）
東
京
都
に
て
開
催
し
、

荷
主
や
運
送
事
業
者
ら
約
２
４

０
人
へ
釧
路
港
を
Ｐ
Ｒ
し
た
。

　
は
じ
め
に
、
釧
路
市
水
産
港

湾
空
港
部
の
中
村
昌
克
次
長
が

釧
路
港
の
概
要
や
道
内
物
流
の

現
状
を
説
明
し
「
釧
路
港
は
国

内
外
に
定
期
航
路
が
あ
り
、
陸

送
時
間
短
縮
や
コ
ス
ト
軽
減
、

Ｃ
Ｏ
２
削
減
に
貢
献
で
き
る
と

考
え
て
い
る
」
と
強
調
し
た
。

　
続
い
て
、
釧
路
港
で
内
航
船

定
期
航
路
を
運
航
す
る
栗
林
商

船
㈱
の
工
藤
英
弘
釧
路
支
社
長

と
川
崎
近
海
汽
船
㈱
内
航
定
期

船
第
１
部
の
中
越
公
一
部
長
、

日
本
通
運
㈱
の
竹
本
征
志
釧
路

支
店
長
が
各
社
の
サ
ー
ビ
ス
と

道
内
物
流
の
現
状
を
踏
ま
え
た

釧
路
港
利
用
の
利
点
を
紹
介
。

　
工
藤
氏
は
、
陸
上
輸
送
に
関

す
る
諸
条
件
が
悪
化
し
て
い
る

中
、
釧
路
港
を
活
用
し
た
モ
ー

ダ
ル
シ
フ
ト
に
は
ド
ラ
イ
バ
ー

の
拘
束
時
間
短
縮
や
大
量
輸

送
、
災
害
に
強
い
な
ど
の
メ
リ

ッ
ト
が
あ
る
と
話
し
た
。

　
ま
た
中
越
氏
は
、
道
東
道
の

開
通
に
よ
る
釧
路
港
の
利
便
性

向
上
や
生
産
地
と
の
地
理
的
優

位
性
な
ど
か
ら
、
中
継
地
点
を

用
い
て
貨
物
を
道
東
に
集
中
さ

せ
循
環
さ
せ
る
必
要
が
あ
る
と

述
べ
た
。

　
竹
本
氏
は
、
物
流
課
題
へ
の

対
応
と
し
て
複
数
の
輸
送
手
段

の
特
性
を
活
か
し
組
み
合
わ
せ

る
『
モ
ー
ダ
ル
コ
ン
ビ
ネ
ー
シ

ョ
ン
』
を
紹
介
し
、
複
合
的
に

行
う
こ
と
で
よ
り
効
果
が
得
ら

れ
る
と
説
明
し
た
。

　
最
後
に
当
所
の
栗
林
定
正
会

頭
が
、
先
月
札
幌
で
開
催
し
た

釧
路
市
主
催
の
ポ
ー
ト
セ
ー
ル

ス
で
の
話
題
に
触
れ
「
釧
路
港

へ
の
期
待
が
高
ま
っ
て
い
る
と

実
感
し
た
。
官
民
一
体
で
真
摯

に
対
応
し
て
い
き
た
い
」
と
述

べ
、
さ
ら
に
「
釧
路
は
ま
だ
知

名
度
が
低
く
、
こ
れ
か
ら
一
層

存
在
意
義
を
高
め
Ｐ
Ｒ
し
て
い

き
た
い
」
と
あ
い
さ
つ
し
た
。

署
名
活
動
を
行
う
協
力
員
ら
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マ
ル
経
資
金
は
、
小
規
模
事

業
者
の
経
営
改
善
に
必
要
な
資

金
を
日
本
政
策
金
融
公
庫
が
無

担
保
・
無
保
証
人
、
低
金
利
で

融
資
す
る
制
度
で
す
。

　
融
資
に
は
商
工
会
議
所
の
実

施
す
る
経
営
指
導
と
推
薦
を
受

け
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　
融
資
限
度
額
は
２
０
０
０
万

円
（
３
日
現
在
利
率
１
．

％
）

で
、
返
済
期
間
（
カ
ッ
コ
内
は

据
置
期
間
）
は
運
転
資
金
７
年

以
内
（
１
年
以
内
）
、
設
備
資

金

年
以
内
（
２
年
以
内
）
で

す
。

　
詳
し
い
融
資
条
件
や
ご
相
談

な
ど
に
つ
き
ま
し
て
は
、
当
所

地
域
振
興
部
０
１
５
４
（

）

４
１
４
３
ま
で
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

小
規
模
事
業
者
の
皆
さ
ま
へ

マ
ル
経
資
金
の
ご
案
内

。。。。。。。。。。。。。。。。。。。。。。。。。。。。。。。。。。。。。。。。。。

。。。

　
当
所
で
は
『
事
業
承
継
セ
ミ

ナ
ー
』
を
１
月

日
（
水
）
午

後
１
時

分
よ
り
道
東
経
済
セ

ン
タ
ー
ビ
ル
に
て
開
催
し
た
。

　
講
師
に
、
北
海
道
事
業
承
継

・
引
継
ぎ
支
援
セ
ン
タ
ー
（
＝

支
援
セ
ン
タ
ー
）
の
宮
本
大
サ

ブ
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
と
釧
路
信
用

金
庫
審
査
部
企
業
支
援
グ
ル
ー

プ
の
奥
山
亮
兵
上
席
調
査
役
代

理
を
招
き
、
事
業
承
継
の
現
状

や
ポ
イ
ン
ト
を
解
説
し
た
。

　
は
じ
め
に
宮
本
氏
は
、
支
援

セ
ン
タ
ー
の
概
要
や
事
業
承
継

の
現
状
に
つ
い
て
紹
介
し
「
事

業
承
継
は
時
間
を
要
す
る
た

め
、
い
ざ
と
い
う
時
に
す
ぐ
動

け
る
よ
う
、
一
人
で
考
え
ず
早

め
に
周
囲
の
人
や
公
的
機
関
に

相
談
を
し
て
準
備
を
進
め
て
欲

し
い
」
と
ア
ド
バ
イ
ス
し
た
。

　
続
い
て
奥
山
氏
は
、
自
身
の

経
験
を
も
と
に
承
継
の
タ
イ
ミ

ン
グ
や
後
継
者
候
補
の
検
討
な

ど
で
発
生
し
や
す
い
課
題
と
、

進
め
て
い
く
た
め
の
ポ
イ
ン
ト

を
説
明
し
「
１
社
で
も
多
く
の

事
業
者
が
後
悔
の
な
い
事
業
承

継
を
で
き
る
よ
う
支
援
し
た

い
」
と
語
っ
た
。

　
事
業
承
継
に
関
す
る
相
談

は
、
当
所
内
に
設
置
し
て
い
る

支
援
セ
ン
タ
ー
釧
路
サ
テ
ラ
イ

ト
に
て
無
料
・
秘
密
厳
守
で
随

時
受
け
付
け
て
お
り
、
専
門
家

と
連
携
し
た
事
業
者
の
サ
ポ
ー

ト
を
行
っ
て
い
る
。
お
問
い
合

わ
せ
は
経
営
相
談
課
０
１
５
４

（

）
４
１
４
３
ま
で
。

　
北
方
領
土
復
帰
期
成
同
盟
釧

路
地
方
支
部
（
濱
屋
宏
隆
支
部

長
）
は
、
１
日
（
土
）
、
２
日

（
日
）
に
く
し
ろ
冬
ま
つ
り
会

場
で
北
方
領
土
の
返
還
を
求
め

る
署
名
活
動
を
行
っ
た
。

　
当
同
盟
は
全
国
規
模
で
返
還

要
求
運
動
を
推
進
す
る
た
め
に

組
織
さ
れ
、
釧
路
地
方
で
は
当

所
事
務
所
に
支
部
を
構
え
啓
発

事
業
な
ど
を
展
開
し
て
お
り
、

当
所
で
も
北
方
領
土
返
還
要
求

運
動
の
推
進
を
特
別
事
業
に
掲

げ
、
と
も
に
取
り
組
ん
で
い

る
。

　
署
名
活
動
に
は
、
同
支
部
の

協
力
員
を
は
じ
め
、
釧
路
青
年

会
議
所
や
当
所
関
係
者
が
参

加
。
会
場
を
訪
れ
た
市
民
や
観

光
客
ら
に
署
名
の
協
力
を
呼
び

か
け
、
２
日
間
で
１
１
１
２
人

の
署
名
が
集
ま
っ
た
。

　
集
め
ら
れ
た
署
名
は
、
千
島

歯
舞
諸
島
居
住
者
連
盟
が
取
り

ま
と
め
、
国
会
に
提
出
さ
れ
る
。

　
当
所
は
、
地
域
総
合
経
済
団

体
と
し
て
地
域
経
済
の
活
性
化

や
発
展
を
目
指
し
、
商
工
業
者

の
経
営
支
援
や
地
域
振
興
策
、

行
政
に
対
す
る
政
策
提
言
活
動

な
ど
様
々
な
事
業
を
実
施
し
て

い
る
。
事
業
計
画
は
地
域
課
題

や
懸
案
事
項
の
解
決
、
地
域
の

強
み
を
活
か
し
た
政
策
や
施
策

な
ど
を
行
っ
て
い
く
う
え
で
の

指
針
と
な
る
。

　
骨
子
と
な
る
原
案
は
、
１
月

日
（
金
）
の
政
策
委
員
会
、

２
月
３
日
（
月
）
の
会
頭
・
副

会
頭
会
議
、
７
日
（
金
）
の
会

頭
・
副
会
頭
と
部
会
長
・
委
員

長
会
議
で
協
議
し
た
も
の
。
今

後
は
８
つ
の
部
会
（
商
業
、
商

事
、
理
財
、
水
産
、
工
礦
業
、

建
設
、
運
輸
交
通
、
観
光
サ
ー

ビ
ス
）
と
５
つ
の
常
設
委
員
会

（
総
務
財
政
、
地
域
開
発
、
中

小
企
業
、
都
市
イ
メ
ー
ジ
ア
ッ

プ
、
政
策
）
な
ど
に
か
け
た
後
、

３
月
の
常
議
員
会
を
経
て
通
常

議
員
総
会
で
承
認
さ
れ
る
。

　
７
日
に
行
わ
れ
た
会
議
で
、

栗
林
定
正
会
頭
は
「
来
年
度
は

新
た
な
歩
み
に
挑
む
重
要
な
１

０
１
年
目
と
な
る
」
と
述
べ
、

将
来
を
見
据
え
て
動
き
出
し
て

い
き
た
い
と
考
え
を
伝
え
た
。

　
本
計
画
の
原
案
で
は
〝
仕
掛

け
る
・
挑
む
・
創
る
〞
を
キ
ー

ワ
ー
ド
と
し
て
お
り
、
①
交
通

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
、
②
産
業
・
ビ

ジ
ネ
ス
、
③
街
、
④
人
材
、
⑤

人
口
減
対
策
を
重
点
分
野
に
定

め
た
。

　
そ
の
う
ち
、
新
た
な
項
目
と

し
て
『
輸
送
力
確
保
に
向
け
た

貨
物
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
維
持
』
、

『
公
共
施
設
や
高
等
教
育
機
関

の
サ
テ
ラ
イ
ト
キ
ャ
ン
パ
ス
を

含
む
設
置
・
移
転
構
想
の
取
組

み
』
、
『
女
性
活
躍
推
進
に
向

け
た
取
組
み
』
、
『
居
住
・
滞

在
環
境
の
整
備
促
進
』
を
掲
げ
、

陸
・
海
・
空
の
交
通
拠
点
と
し

て
の
機
能
向
上
や
、
街
中
の
賑

わ
い
創
出
、
人
手
不
足
へ
の
対

応
、
関
係
・
交
流
人
口
の
増
加

な
ど
、
活
力
あ
る
地
域
づ
く
り

と
中
小
企
業
の
発
展
に
向
け
た

活
動
を
展
開
す
る
こ
と
を
提
案

し
て
い
る
。

　
さ
ら
に
１
０
０
周
年
を
節
目

に
展
開
し
た
Ｋ
Ｃ
ボ
ー
ド
『
く

し
ろ
共
助
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
』
や

『
涼
し
い
釧
路
事
業
化
プ
ロ
ジ

ェ
ク
ト
』
を
軌
道
に
乗
せ
る
こ

と
に
も
力
を
注
い
で
い
く
。


